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メキシコ盆地における微動のH/Vスペクトル比と地下構造モデル
H/V spectral ratio of microtremors and velocity structure in the Mexico basin
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地震による揺れに対して都市空間の安全性を確保するためには、地下構造に関する情報を把握し地盤増幅特性を的確
に評価した上で強震動予測をすることが必要不可欠である。地盤増幅特性を大きく左右する地盤の速度構造を推定する
手法として、微動の水平動と上下動のフーリエスペクトル比（H/V スペクトル比）を拡散波動場を仮定した場合に理論
的に計算する方法を著者らは新たに提案している（Sanchez-Sesma et al. (2010）など)。本研究では、メキシコ盆地を対象
にこの新しい考え方に基づいて H/Vスペクトル比から地盤構造を推定し、既往の研究との関係から適用性の確認をする。
メキシコ盆地では 1985年メキシコ地震の際に震源から数百キロ離れているにもかかわらず、大きな揺れにより中層建

物が多く破壊された。そのため、地震後に強震観測網が整備され、現在も地震観測が行われている。また、強震観測網
の整備の際に、地下構造の調査が行われている。これらの地点において微動観測を行い、微動観測記録および強震観測
記録の H/V スペクトル比と、著者らが提案する新しい手法により計算される理論 H/V スペクトル比との比較を行う。
平成 22年 12月初旬にメキシコ盆地内の 5つの強震観測点において微動観測を行った。メキシコ市内において強震観

測が行われている地点のうち、1985年メキシコ地震で被害が甚大だったメキシコ市中心部の地域の東西約 1kmの間に 3
点 (Plaza Ciberes、Plaza Rio de Janeiro、Jardin Pushkin)、メキシコ市南部に位置し溶岩が露頭するメキシコ自治大学構内
の CENAPRED本部に 1点およびその中間地点の Coyoacanにて行った。
メキシコ市中心部で微動を観測した 3点のうち西寄りの Plaza Ciberesでの微動記録から得られた H/Vスペクトル比は

約 0.6Hzに１つピークを持ち、NS、EW成分とも同じ性状を示す。中央の Plaza Rio de Janeiroでは約 0.5Hzで NS、EW
成分ともピークを示す。東寄りの Jardin Pushkinでは NS成分では約 0.5と約 0.7Hz、EW成分では約 0.6Hzにそれぞれ
ピークがあり、NSと EW成分で少し異なる性状を示す。Plaza Ciberesにおける強震記録による H/Vスペクトル比の卓越
振動数はおおよそ 0.5Hz（Salinas, 2010)で、微動から得られるものに近いが若干異なる。一方、メキシコ市のやや南部
に位置する Coyoacanでは、NS、EW成分ともピークは約 1.4Hzで、市中心部より明らかに卓越振動数が高い。溶岩が露
頭する CENAPRED本部では、明瞭なピークは見られない。今後は観測記録の詳細な分析と既往の地下構造から理論的
に計算される H/V スペクトル比との比較を行う。
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